


認定№ 100
月岡 亘さん（74歳）

（岡山地区）

　この企画のお陰で、休まず運動
が続けられ、記録することで体調管理もでき、“最高の
良薬 ”です。開始からこれまで６回の認定を受け、600
日以上運動できたのも、カードのお陰です。現状維持を
目指して頑張ります。
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市
民
環
境
課 

国
保
年
金
係 

☎
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３
１
１
１ 

内
線
１
５
３・１
５
４

国
民
健
康
保
険
の
保
険
証　
10
月
か
ら
更
新

　

現
在
ご
使
用
の
国
民
健
康
保

険
の
保
険
証
は
、
９
月
30
日
で
有

効
期
限
が
終
了
し
ま
す
。
10
月
か

ら
使
用
で
き
る
新
し
い
保
険
証
が

届
き
ま
し
た
ら
、
ご
使
用
前
に
次

の
事
項
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

加
入
者
分
の
保
険
証
が

あ
る
か
ど
う
か
の
確
認
を

　

保
険
証
は
世
帯
主
あ
て
に
各
世

帯
分
を
一
括
お
届
け
し
ま
す
。

　

加
入
者
全
員
分
の
保
険
証
が

同
封
さ
れ
て
い
る
か
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

内
容
の
確
認
を

　
お
名
前
、
ご
住
所
な
ど
記
載
内

容
に
誤
り
が
な
い
か
ご
確
認
く
だ

さ
い
。
誤
り
等
が
あ
り
ま
し
た
ら

ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

有
効
期
限
は
９
月
末

　

新
し
い
保
険
証
の
有
効
期
限

は
、
平
成
29
年
９
月
30
日
ま
で
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
平
成
29
年
9
月
30
日

ま
で
の
間
に
「
75
歳
に
達
す
る

方
」、「
退
職
国
保
資
格
で
65
歳
に

達
す
る
方
」
な
ど
は
、
有
効
期
限

が
異
な
っ
て
い
ま
す
。

新
し
い
保
険
証
の
色
は

　
一
般
用
が
藤
色
、
退
職
用
が
ク

リ
ー
ム
色
と
な
り
ま
す
。

使
用
す
る
際
は

　

送
付
用
の
台
紙
か
ら
ゆ
っ
く
り

は
が
し
、
保
険
証
を
医
療
機
関
に

提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

　

高
齢
受
給
者
証
や
福
祉
医
療

受
給
者
証
を
お
持
ち
の
方
は
、
保

険
証
に
受
給
者
証
を
添
え
て
提

示
し
て
く
だ
さ
い
。

古
い
保
険
証
は
破
棄
を

　

古
い
保
険
証
は
、
間
違
い
を
避

け
る
た
め
必
ず
ご
自
分
で
破
棄
し

て
く
だ
さ
い
。

　

高
齢
受
給
者
証
、
介
護
保
険

証
、
福
祉
医
療
受
給
者
証
な
ど

と
間
違
え
な
い
よ
う
に
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。

臓
器
提
供
意
思
表
示
欄

　

保
険
証
の
裏
面
に
臓
器
提
供

意
思
表
示
欄
が
設
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
欄
へ
の
記
入
は
任
意
で

あ
り
、
記
入
の
有
無
・
記
入
内
容

が
保
険
証
使
用
に
影
響
す
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。

国
民
健
康
保
険
税
は

納
期
ま
で
に
納
め
ま
し
ょ
う

　

国
民
健
康
保
険
税
は
加
入
者

の
皆
さ
ん
の
医
療
費
に
充
て
ら
れ

る
大
切
な
財
源
で
す
の
で
、
納
期

ま
で
の
納
付
に
引
き
続
き
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

新
し
い
保
険
証
は
９
月
17
日
以
降
に
国
保
加
入
世
帯
に
郵
送
さ
れ
ま
す

⇧国民健康保険の保険証は、
１人１枚のカード型です。

保険証表面

保険証裏面

⇧臓器提供（拒否含む）の意
思表示が可能になっています。

⇧国民健康保険の保険証は、

保険証表面

保
健
福
祉
課 

健
康
増
進
係 

☎
62
３
１
１
１ 

内
線
１
８
７

『
目
指
せ
！
年
間
１
０
０
日
運
動
』
達
成
者
ぞ
く
ぞ
く

平
成
26
年
11
月
よ
り
ス
タ
ー
ト
し
た
『
１
０
０
日
運
動
』
の
達
成
者
が
、
７
月
末
日
ま
で
に
１
０
０
人
を
越
え
ま
し
た

こ
の
企
画
は
・
・
・

　

近
年
、
私
た
ち
の
日
常
生
活
が

便
利
に
な
る
反
面
、
身
体
を
動
か

す
機
会
が
ど
ん
ど
ん
減
っ
て
き
て

い
ま
す
。
加
え
て
食
生
活
も
豊
か

に
な
り
、
生
活
習
慣
病
に
か
か
っ

て
し
ま
う
方
も
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
。そ
こ
で
、運
動
に
焦
点
を
あ
て
、

市
民
一
人
一
人
が
自
分
に
合
っ
た

運
動
を
日
常
生
活
に
取
り
入
れ
て

継
続
す
る
こ
と
で
、
生
活
習
慣
病

の
予
防
や
、
健
康
の
維
持
増
進
を

し
、
健
康
で
明
る
い
生
活
を
送
っ

て
い
た
だ
け
る
た
め
に
始
ま
り
ま

し
た
。

実
施
後
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果

　

達
成
者
は
女
性
よ
り
男
性
が

多
く
全
体
の
６
割
を
し
め
、
年
齢

は
50
〜
90
代
と
広
範
囲
で
、
特
に

60
〜
70
代
の
方
が
最
も
多
く
全

体
の
約
８
割
を
し
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
80
〜
90
代
の
方
も
17
名
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
運
動
の
種
類

は
さ
ま
ざ
ま
で
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

や
ラ
ジ
オ
体
操
・
テ
レ
ビ
体
操
を

し
て
い
る
方
が
多
く
、
80
代
で
卓

球
や
ス
キ
ー
を
さ
れ
て
い
る
方
な

ど
、
ご
自
身
の
体
力
に
応
じ
た
運

動
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。

　
『
１
０
０
日
運
動
』
が
き
っ
か

け
で
運
動
を
始
め
ら
れ
た
方
は
約

２
割
で
、
以
前
か
ら
運
動
習
慣
が

あ
っ
た
方
は
８
割
を
超
え
て
い
ま

す
。
ま
た
、
こ
の
企
画
を
「
張
り

合
い
だ
っ
た
」や「
楽
し
み
だ
っ
た
」

と
答
え
た
方
が
９
割
を
超
え
、
達

成
者
全
員
が
、「
今
後
も
運
動
を

続
け
た
い
」と
お
考
え
で
す
。ま
た
、

ほ
ぼ
全
員
の
方
が
、
運
動
す
る
こ

と
で
「
健
康
状
態
や
日
常
生
活
が

改
善
し
た
と
感
じ
る
」
と
答
え
て

い
ま
す
。

　

達
成
者
に
は
、
認
定
証
と
粗
品

を
贈
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ぜ

ひ
１
０
０
日
運
動
に
取
り
組
ま

れ
、
ご
自
身
の
健
康
に
お
役
立
て

く
だ
さ
い
。
皆
さ
ん
の
運
動
継
続

を
心
よ
り
応
援
し
て
い
ま
す
‼

※
『
１
０
０
日
運
動
カ
ー
ド
』
と

『
要
項
』
は
、
保
健
福
祉
課
健
康

増
進
係
、
保
健
セ
ン
タ
―
、
各
地

区
活
性
化
セ
ン
タ
ー
の
窓
口
に
置

い
て
あ
り
ま
す
の
で
ご
活
用
く
だ

さ
い
。

「100日運動」達成者の声

認定№ 96、97
津久井 哲さん（69歳）
　　　　操さん（68歳）　夫妻

（飯山地区）
　『100 日運動』が始まってから

は、夫婦で声をかけ合い二人でラジオ体操をしています。
100 日運動カードがあると、「やらなくちゃ」と思えて、
今では毎日の “くせ ”になりました。これからも続けて
いきたいです。

保
健
福
祉
課 

社
会
福
祉
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☎
62
３
１
１
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内
線
１
７
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過
去
の
大
戦
で
、
祖
国
や
家
族

を
守
る
た
め
尊
い
命
を
捧
げ
ら
れ

た
戦
没
者
や
異
郷
の
地
で
亡
く
な

ら
れ
た
開
拓
殉
難
者
の
ご
冥
福
を

お
祈
り
し
、
恒
久
平
和
を
祈
念
す

る
「
飯
山
市
戦
没
者
・
開
拓
殉
難

者
追
悼
平
和
式
典
」
を
開
催
し

ま
す
。

　

参
列
者
全
員
で
献
花
を
行
う

と
と
も
に
、
城
南
・
城
北
中
学
校

で
取
り
組
ん
だ
第
二
次
世
界
大
戦

と
満
蒙
開
拓
団
に
つ
い
て
の
学
習

や
広
島
平
和
記
念
式
典
に
参
列

平
和
へ
の
想
い
を
未
来
に

飯
山
市
戦
没
者・開
拓
殉
難
者
追
悼
平
和
式
典

し
た
生
徒
に
よ
る
発
表
、
飯
山
小

学
校
、
戸
狩
小
学
校
児
童
に
よ
る

合
唱
な
ど
を
通
じ
、
平
和
へ
の
誓

い
を
新
た
に
し
ま
す
。

　

平
和
に
つ
い
て
考
え
て
い
た
だ

く
機
会
と
し
て
、
ご
遺
族
は
じ
め

多
く
の
市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
参
加

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
日　
時　

10
月
７
日
㈮
14
時
〜
15
時
40
分

■
会　
場　

文
化
交
流
館
な
ち
ゅ
ら（
大
ホ
ー
ル
）昨年の式典の様子

保
健
福
祉
課 

健
康
増
進
係 
☎
62
３
１
１
１ 

内
線
１
８
７

　

日
ご
ろ
外
出
の
き
っ
か
け
が
少

な
か
っ
た
り
、
心
の
疲
れ
を
抱
え

て
い
る
方
。
森
の
案
内
人
の
も
と

森
林
セ
ラ
ピ
ー
を
体
験
し
て
み
ま

せ
ん
か
？

■
日
時　
10
月
28
日
㈮

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時

（
９
時
30
分
に
市
役
所
正
面
入
口

に
お
集
ま
り
く
だ
さ
い
）

■
会
場　
神
の
森
（
小
菅
山
麓
と

小
菅
神
社
奥
社
に
続
く
杉
並
木
の

古
道
・
北
竜
湖
畔
周
遊
の
道
）

■
内
容

○
森
林
セ
ラ
ピ
ー
体
験

○
広
場
に
て
昼
食 森

林
体
験

　
『
森
が
癒
す 
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
』

参加
　募集

（
き
の
こ
汁
を
ご
用
意
し
ま
す
。

お
に
ぎ
り
等
は
各
自
お
持
ち
く
だ

さ
い
）

○
森
の
テ
ィ
ー
タ
イ
ム

（
手
作
り
お
や
つ
と
珈
琲
、
お
茶

な
ど
で
リ
ラ
ッ
ク
ス
）

○
お
楽
し
み
イ
ベ
ン
ト

「
鳥
の
声
に
耳
を
澄
ま
し
て
」

（
森
の
鳥
の
様
子
や
声
の
聞
き
分

け
な
ど
）

■
参
加
費

市
内
に
お
住
ま
い
の
方
は
無
料

　

お
申
込
み
は
保
健
福
祉
課
健

康
増
進
係
ま
で
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

　今年のスローガンは、「年に一度は、めめ
先生に診てもらおう！気づきにくい目の病気を
チェックしてもらおう。～目の健診はお近くの
眼下専門医で～」です。
　2大失明原因である緑内障と糖尿病網膜症
は、初期には自覚症状が全くありません。あ
なたの目の健康を守るため、年に一度は眼科
専門医にみてもらいましょう。

■イベント情報■
　10月8日㊏　9:25～9:55
　長野県眼科医会特別番組
　「考えてみよう！目の健康2016」
　がテレビ信州で放送予定です。ぜひご覧く
　ださい。

10 月 10 日は、「目の愛護デー」
保健福祉課 健康増進係 ☎ 62-3111 内線 174

お知
　らせ
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保
健
福
祉
課 

障
が
い
福
祉
係 

☎
62
３
１
１
１ 

内
線
１
８
９

盲
導
犬
に
つ
い
て
の
お
願
い

　

こ
の
度
、
飯
山
市
に
お

住
ま
い
の
方
が
盲
導
犬
を

取
得
さ
れ
ま
し
た
。

　

ご
存
じ
の
よ
う
に
盲
導

犬
は
、
目
の
不
自
由
な
方

の
歩
行
を
手
助
け
す
る
た

め
に
特
別
に
訓
練
さ
れ
た

犬
で
、
道
路
交
通
法
に
よ
っ

て
も
認
め
ら
れ
た
視
覚
障

が
い
者
の
歩
く
杖
と
も
言

え
る
も
の
で
す
。

　

決
し
て
噛
み
つ
い
た
り
、

危
害
を
加
え
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
身
近
に
接

す
る
の
が
初
め
て
の
方
は
戸

惑
い
も
あ
ろ
う
か
と
思
い
ま

す
。

　
つ
い
て
は
、
視
覚
障
が
い

者
の
社
会
参
加
に
ご
理
解

の
う
え
、
下
記
の
点
に
ご

配
意
を
い
た
だ
き
、
あ
た
た

か
く
見
守
っ
て
く
だ
さ
る
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

■盲導犬がハーネス（白い胴輪）を付けているときは仕事中です。触ったり、手招きをしたり、
　口笛を吹くなどの行為はしないでください。
■食べ物は決して与えないでください。
■使用者が歩行中に困っているようであれば、盲導犬にではなく、必ず使用者に声をかけて
　から援助してください。（交差点で「渡れますよ」の一言は助かります）
■盲導犬の飼育に関しては使用者が責任をもって行います（例えば汚物の処理など）。しかし、
　視力による確認ができないため不十分なこともあるかと思います。
お気づきの点がありましたら使用者もしくは市役所保健福祉課障がい福祉係にお知らせください。

■
身
体
障
害
者
補
助
犬
法

　

身
体
障
害
者
補
助
犬
法
と
い

う
法
律
が
あ
り
ま
す
。
身
体
障

害
者
補
助
犬
は
盲
導
犬
、
介
助

犬
、
聴
導
犬
な
ど
で
す
。
そ
の
法

律
第
９
条
に
お
い
て
、
不
特
定
か

つ
多
数
の
者
が
利
用
す
る
施
設
を

管
理
す
る
者
は
、
身
体
障
害
者

補
助
犬
を
同
伴
す
る
こ
と
を
拒
ん

で
は
な
ら
な
い
旨
が
規
定
さ
れ
て

い
ま
す
。
市
役
所
な
ど
の
公
共
施

設
は
も
と
よ
り
、
飲
食
店
、
宿
泊

施
設
、
個
人
店
舗
、
デ
パ
ー
ト
、

映
画
館
等
民
間
施
設
で
も
補
助

犬
同
伴
の
受
入
れ
が
義
務
付
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
身
体
障
害
者

補
助
犬
法
の
趣
旨
が
承
知
さ
れ

ず
、
補
助
犬
同
伴
の
拒
否
事
案

が
散
見
さ
れ
て
い
る
の
が
現
状
で

す
。
関
係
す
る
皆
さ
ま
に
は
法
律

の
趣
旨
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
補

助
犬
同
伴
の
受
入
れ
に
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

お知
　らせ

企
画
財
政
課 

情
報
管
理
係 
☎
62
３
１
１
１ 

内
線
３
９
６

㈱
テ
レ
ビ
飯
山　
　
　
　

☎
81
３
０
０
０

設
備
工
事
の
た
め

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
が
停
止
し
ま
す

お知
　らせ

　
日
ご
ろ
か
ら
飯
山
市
ケ
ー
ブ
ル

テ
レ
ビ
を
ご
利
用
い
た
だ
き
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
飯
山
市
情
報
セ
ン

タ
ー
内
電
源
設
備
工
事
の
た
め
、

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
放
送
及
び
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
の
全
て
の
サ
ー
ビ
ス

を
次
の
と
お
り
停
止
し
ま
す
。

■
停
止
期
間

　
10
月
14
日
㈮

　
午
前
１
時
か
ら
午
前
５
時
ま
で

■
停
止
区
域

　
飯
山
市
全
域
・
新
潟
県
妙
高

　
市
の
一
部

■
停
止
内
容

放
送

　
（
地
上
波
・
Ｂ
Ｓ
・
Ｃ
Ｓ
・
Ｆ
Ｍ

　
の
全
て
）

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

　
（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
閲
覧
・
メ
ー

　
ル
送
受
信
・
Ｉ
Ｐ
電
話　
ほ

　
か
全
て
）

第 44回
差別のない明るい飯山市を築く市民大会

人権政策課 人権同和係 ☎ 62-3111 内線 332

お知
　らせ

～人権尊重のやさしいまちづくり
　思いやりと温もりのある地域づくりをめざして～

　市民一人ひとりが人権問題を自らの課題と受け止め、
家庭・地域、学校、企業・職場等それぞれの立場で人権
が尊重され、差別のない明るい飯山市の実現に向けて主
体的かつ積極的に取り組みを進めていく契機として大会
を開催します。

■会　場　飯山市文化交流館なちゅ
ら大ホール（入場無料）
■講　演
　～私の「夜間中学」教師体験記～
　命の光を大きく輝かせるために
　講師　松崎運

みちの
之助
すけ
 さん

　　（元・夜間中学校教諭）
　　山田洋次監督、松竹映画「学校」の原作モデル
で制作協力にも携われました。
■その他
　小中学校児童生徒による作文発表、人権啓発ポス
ター・標語等の展示も行います。

10月期支給日は、10月7日（金）です
子ども育成課 子育て支援係  ☎ 62-3111 内線 364

児
童
手
当

　児童手当の支給は、2月・6月・10月の各月に、
支給月の前月分まで（4カ月分）を指定金融機関
口座に振り込みます。
　10月は、6月から 9月分の手当が支給となりま
すので、ご確認をお願いします。

10月29日㊏ 13:30 ～ 15:50

　
か
全
て
）

　
ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

　
く
わ
し
く
は
、
㈱
テ
レ
ビ
飯
山

ま
た
は
企
画
財
政
課
情
報
管
理

係
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

特
別
児
童
扶
養
手
当

　
子
ど
も
育
成
課 

子
育
て
支
援
係 

☎
62
３
１
１
１ 

内
線
３
６
４

　

特
別
児
童
扶
養
手
当
と
は
、
重

度
も
し
く
は
中
度
の
障
が
い
（
身

体
、
知
的
、
精
神
の
各
障
が
い
）

が
あ
る
20
歳
未
満
の
児
童
を
、
在

宅
で
監
護
し
て
い
る
方
に
支
給
さ

れ
る
手
当
で
す
。

　

申
請
に
は
障
が
い
の
状
況
に
応

じ
た
所
定
の
診
断
書
な
ど
添
付
書

類
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
あ

ら
か
じ
め
子
ど
も
育
成
課
子
育
て

支
援
係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
の
う

え
、
該
当
と
な
る
方
は
早
め
に
手

続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
該
当
と
な
る
場
合
】

　

日
本
国
内
に
住
所
（
児
童
福

祉
施
設
に
入
所
し
て
い
る
場
合
を

除
く
）
が
あ
り
、
障
が
い
を
支
給

事
由
と
す
る
年
金
の
支
給
対
象
に

な
ら
な
い
方
で
次
の
条
件
に
当
て

は
ま
る
方
が
該
当
と
な
り
ま
す
。

■
身
体
障
が
い･･･

身
体
障
害

　

者
手
帳
１
級
か
ら
３
級
お
よ

　

び
４
級
の
一
部
程
度
（
内
部

　

障
が
い
は
、
日
常
生
活
に
著

対
象
と
な
る
方
は
早
め
の
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す

　

し
い
制
限
が
あ
る
程
度
）

■
知
的
障
が
い･･･

療
育
手
帳

　

Ａ
１
、
Ａ
２
、
Ｂ
１
程
度

■
精
神
障
が
い･･･

前
記
の
身

　

体
障
が
い
、
知
的
障
が
い
に

　

準
ず
る
程
度
の
も
の
（
日
常

　

生
活
に
著
し
い
制
限
）

【
手
当
の
支
給
額
】

■
１
級　

５
万
１
５
０
０
円

■
２
級　

３
万
４
３
０
０
円

※
前
年
の
所
得
が
一
定
以
上
あ
る

場
合
は
、
手
当
の
支
給
が
停
止
さ

れ
ま
す
。

※
手
当
の
支
給
は
、
申
請
月
の
翌

月
分
か
ら
と
な
り
ま
す
。

　10月1日は「法の日」です。
　この法の日を中心に、長野県司法書士会では、県下
の各市町村において「司法書士無料法律相談」を実
施して、ご相談をお受けします。お気軽にお出かけく
ださい。司法書士には守秘義務が課せられていますの
で、秘密は厳守いたします。

「県下一斉司法書士無料法律相談」相談所 開設

■日　　時　　10月1日㊏　14:00～16:00
■場　　所　　飯山市福祉センター
■相談内容
　○不動産の登記、会社（法人）の登記に関するもの
　○クレジット・サラ金等多重債務に関するもの
　○高齢者・障がい者等の財産管理に関するもの
　○相続に関するもの
　○裁判所への提出書類に関するもの
　○悪質商法被害に関するもの
　○貸金・売掛金等の回収に関するもの　　　など
■そ の 他　　予約は不要です

北
信
保
健
福
祉
事
務
所 

福
祉
課 

☎
62
３
９
４
３

　

聴
覚
障
が
い
や
手
話
に
対
す
る

理
解
を
図
る
と
と
も
に
、
手
話
の

普
及
等
の
た
め
、
身
近
な
場
所
で

の
手
話
の
習
得
の
機
会
を
提
供
す

る
手
話
入
門
講
座
を
開
催
し
ま

す
の
で
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
講
座
内
容

⑴
手
話
の
歴
史
・
聴
覚
障
が
い
者

　
に
つ
い
て

⑵
あ
い
さ
つ
・
簡
単
な
日
常
会
話

　
に
関
す
る
手
話
単
語
を
学
ぶ

長
野
県
民
手
話
講
座（
入
門
編
）

■
参 

加 

費　
無
料

■
参
加
資
格　
高
校
生
以
上

■
定　
　
員　
各
回
概
ね
20
名

　

第
１
回
講
座
は
長
野
県
飯
山

庁
舎
で
10
月
８
日
㊏
午
後
１
時

30
分
か
ら
開
催
さ
れ
ま
す
。
申
込

み
方
法
や
他
の
回
の
講
座
の
情
報

な
ど
、
く
わ
し
く
は
、

北
信
保
健
福
祉
事
務
所
福
祉
課

☎
62
３
９
４
３
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

参加
　募集



　10月1日から7日までは『全国労働衛生週間』です。こ
の週間を機に事業所における労働衛生意識の高揚を図り、
自主的な労働衛生管理活動の一層の促進をお願いします。
　また、昨年12月から『ストレスチェック』制度が始まっ
ています。労働者50名以上の事業所においてその実施が
義務付けられており、第1回目のストレスチェックは11月
30日までに実施していただく必要がありますので、ご留意
ください。　詳しくは、中野労働基準監督署（☎0269-22-
2105）までお問い合わせください。

全国労働衛生週間・ストレスチェック

Ｊ
Ｒ
お
問
い
合
わ
せ
セ
ン
タ
ー 
☎
０
５
０-

２
０
１
６-

１
６
０
０

企
画
財
政
課 

企
画
調
整
係 　
　
☎
62
３
１
１
１ 

内
線
３
９
１

お知
　らせ
北
陸
新
幹
線
の

　
　
　

夜
間
訓
練
走
行
に
ご
理
解
を

　

Ｊ
Ｒ
東
日
本
で
は
、
北
陸
新

幹
線
長
野
〜
上
越
妙
高
間
に
お

い
て
、
異
常
時
を
想
定
し
た
夜
間

訓
練
を
左
記
の
と
お
り
実
施
し
ま

す
。
近
隣
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■
日
時

　
10
月
13
日
㈭　
午
後
11
時
か
ら

　
10
月
14
日
㈮　
午
前
５
時
ま
で

■
線
別　
上
下
線

■
区
間　
長
野
駅
〜
上
越
妙
高
駅
間

※
ご
不
明
な
点
は
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本

お
問
い
合
わ
せ
セ
ン
タ
ー
ま
で
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

長
野
県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー 

☎
０
２
６-

２
２
７-

１
８
１
０

　

ご
家
族
だ
け
で
悩
ん
で
い
ま
せ

ん
か
？
同
じ
悩
み
を
抱
い
て
い
る

ご
家
族
同
士
で
語
り
合
っ
た
り
、

ひ
き
こ
も
り
に
関
す
る
正
し
い
知

識
や
家
族
の
対
応
の
仕
方
に
つ
い

て
学
ん
だ
り
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
日
程

第
１
回　

11
月
１
日
㈫

第
２
回　

11
月
25
日
㈮

午
後
１
時
〜
午
後
３
時
30
分

■
会
場

北
信
保
健
福
祉
事
務
所（
長
野
県
飯
山
庁
舎
）

　
　
　
　
　
　
３
０
０
号
会
議
室

■
対
象
者

「
社
会
的
ひ
き
こ
も
り
」
と
さ
れ

る
状
態
に
あ
る
方
の
ご
家
族
で
、

ひ
き
こ
も
り
家
族
教
室
を
開
催

２
日
間
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
継
続
し

て
受
講
可
能
な
方

◇
「
社
会
的
ひ
き
こ
も
り
」
と
さ

れ
る
状
態
と
は

・
義
務
教
育
修
了
以
上
の
年
齢
で
、

長
期
（
６
ヵ
月
以
上
に
わ
た
っ
て
、

自
宅
以
外
で
の
社
会
的
参
加
（
就

労
・
就
学
だ
け
で
な
く
、
居
場
所

へ
の
参
加
等
家
族
以
外
と
の
交

流
）
が
み
ら
れ
な
い

・
明
確
な
疾
患
や
障
が
い
（
例
え

ば
統
合
失
調
症
、
躁
う
つ
秒
）
等

の
存
在
が
考
え
ら
れ
な
い

■
申
込
期
限　
10
月
７
日
㈮

■
申
込
み
・
問
合
せ

長
野
県
精
神
保
健
セ
ン
タ
ー

お知
　らせ

1617  市報いいやま / 16.9

保
健
福
祉
課 

社
会
福
祉
係 

☎
62
３
１
１
１ 

内
線
１
８
８

お知
　らせ

平
成
28
年
台
風
10
号
等
災
害
義
援
金

　
　

市
内
各
所
で
受
付
中

　

飯
山
市
で
は
、
平
成
28
年
台

風
10
号
等
に
よ
り
被
災
さ
れ
た

方
々
を
支
援
す
る
た
め
、
次
の
と

お
り
義
援
金
を
受
け
付
け
て
い
ま

す
。
市
民
の
皆
様
の
温
か
い
ご
支

援
を
お
願
い
し
ま
す
。
お
寄
せ
い

た
だ
い
た
義
援
金
は
、
日
本
赤
十

字
社
を
通
じ
て
被
災
さ
れ
た
皆
様

へ
お
届
け
し
ま
す
。

～未来につなごう　安心・安全豊かなくらし～

「第 18回飯山市消費生活展」開催

開催日時

飯山市公民館 ２階 講堂
（学びのエリア秋まつりと同時開催）
10月 2日㊐　

会　　場

10:00 ～ 15:00
  市民環境課 生活環境係   ☎ 62-3111 内線 191・192

■ 展示コーナー（参加団体の展示・実演コーナー）
○飯山市食生活改善推進協議会
　「減らそう塩分 増やそう野菜」
○飯山市農村女性団体連絡会
　「ごぞんじですか？ 健康茶」
○いいやま食文化の会
　「未来へつなごう ばあちゃんの味 かあちゃんの味」
○飯山くらしの会
　「ちょっと待て！ごみを出さずに ずくだそう」
○飯水岳北防犯協会による特殊詐欺防止の啓発活動
ほか、マイバッグ持参啓発、環境クイズ　など

「見て・聞いて・味わって」いつもの生活を見直すきっ
かけにしてみませんか。大勢のご来場をお待ちして
います。

前回開催の様子

　
長
野
都
市
圏
総
合
都
市
交
通
計
画
協
議
会 

☎
０
１
２
０-

１
７
５-

１
５
２

　
ま
ち
づ
く
り
課 

計
画
係 　
　
　
　
　
　
　
☎
62
３
１
１
１ 

内
線
２
４
１

お知
　らせ
長
野
都
市
圏

　
パ
ー
ソ
ン
ト
リ
ッ
プ
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　
長
野
都
市
圏
総
合
都
市
交
通
計
画
協
議

会
で
は
、
今
年
度
、
パ
ー
ソ
ン
ト
リ
ッ
プ
調

査
（
人
の
動
き
に
関
す
る
交
通
実
態
調
査
）

を
実
施
い
た
し
ま
す
。

■
調
査
の
目
的

　
こ
の
調
査
は
、
皆
さ
ま
が
日
頃
の
生
活
の

中
で
、
自
動
車
、
バ
ス
、
鉄
道
な
ど
を
利
用

し
て
ど
の
よ
う
に
移
動
し
て
い
る
か
、
ア
ン

ケ
ー
ト
方
式
で
お
尋
ね
し
、
将
来
の
ま
ち
づ

く
り
や
交
通
計
画
な
ど
に
広
く
役
立
て
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

■
調
査
の
対
象

　

長
野
都
市
圏（
飯
山
市
を
含
む
５
市
３
町
）

に
お
住
ま
い
の
約
24
万
世
帯
の
中
か
ら
、
住

民
基
本
台
帳
よ
り
無
作
為
に
選
ば
れ
た
、
約

４
万
５
千
世
帯
を
対
象
と
し
て
い
ま
す
。

　

調
査
対
象
と
な
り
ま
し
た
世
帯
へ
は
、
９

月
中
旬
頃
か
ら
随
時
、「
お
知
ら
せ
は
が
き
」

が
郵
送
さ
れ
ま
す
。

■
調
査
時
期　
平
成
28
年
10
月
〜
11
月

■
回
答
方
法

　

調
査
の
対
象
に
な
っ
た
皆
さ
ま
へ
、
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
票
が
郵
送
さ
れ
ま
す
。

　

調
査
票
が
到
着
し
ま
し
た
ら
、
あ
る
１
日

の
交
通
行
動
を
、
調
査
票
に
ご
記
入
の
上
、

同
封
し
て
い
る
返
信
用
封
筒
（
切
手
不
要
）

に
封
入
の
上
、
ポ
ス
ト
へ
投
函
し
て
く
だ
さ

い
。

　

ま
た
、
自
宅
の
パ
ソ
コ
ン
か
ら
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
に
ア
ク
セ
ス
い
た
だ
き
、
画
面
の
案

内
に
沿
っ
て
ご
回
答
い
た
だ
く
こ
と
も
可
能

で
す
。

■
長
野
都
市
圏
総
合
都
市
交
通
計
画
協
議

　
会
か
ら
の
お
願
い

　

調
査
票
が
届
き
ま
し
た
世
帯
の
皆
様
に

は
、
調
査
の
趣
旨
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
ご

協
力
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　
な
お
、
ご
回
答
い
た
だ
き
ま
し
た
内
容
は
、

こ
の
調
査
の
目
的
以
外
に
は
使
用
せ
ず
、
ま

た
統
計
的
に
処
理
す
る
こ
と
で
個
人
の
方
を

特
定
で
き
な
い
よ
う
に
取
り
扱
い
ま
す
。

　

ご
不
明
な
点
等
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
先

へ
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

長
野
都
市
圏
総
合
都
市
交
通
計
画
協
議
会

☎
０
１
２
０-

１
７
５-

１
５
２

　
　
　
　
　
（
平
日
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
）

飯
山
市
役
所
ま
ち
づ
く
り
課
計
画
係

☎
62
３
１
１
１
（
内
線
２
４
１
）

【募集団地・戸数】
　・水上団地（曙町）　　1戸（単身入居不可）
　・戸狩住宅　　　　　　1戸（単身入居不可）

【間取り】　両住宅とも 3DK

【申込用紙配布・募集受付期間】
　　9月 26日㈪から 10月 7日㈮まで
　　（土日祝祭日を除く 8:30 ～ 17:15）

【一般募集の選考方法】
　選考方法
　　申込件数が募集戸数を超えた場合は抽選
　《抽　選》　10月 18日㈫　10:00 ～
　　　　　　飯山市役所４階　第 2委員会室にて

【申込用紙配布・受付場所】
　移住定住推進課 住宅係へお越しください

市営住宅入居者募集
移住定住推進課 住宅係 ☎ 62-3111 内線 252

－里親推進フォーラム開催－

　子どもたちが健やかに成長していくためには、家庭の
温かい愛情が大切です。しかし、さまざまな事情から家
庭で暮らすことのできない子どもたちがいます。
　このような子どもたちを家庭に迎え入れ、温かい愛情
の中で育ててくださる方を「里親」といいます。
　里親制度についてご理解をいただくため下記のとおり
フォーラム（制度説明・体験発表等）を開催します。皆
さまのご参加をお待ちしています。

児童相談所広域支援センター ☎ 026-238-8030
子ども育成課 子育て支援係　☎ 62-3111 内線 363

①日　時　10月 19日㊌　13:30 ～ 15:30
　会　場　伊那公民館（伊那市中央 5053）
　申込み　10月 12日㊌まで
②日　時　11月 20日㊐　13:30 ～ 15:30
　会　場　塩尻総合文化センター
　　　　　　（塩尻市大門七番町 4-3）
　申込み　11月 11日㊎まで
くわしくは、児童相談所広域支援センターまでお
問い合わせください。
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界
を
願
っ
て

たった一つの原爆で
　８月５日、初めて訪れた広島の地は、路面
電車が走り、高層ビルがそびえ立つ活気の溢
れる場所でした。71年前に、一発の原子爆弾によって破壊さ
れた町だとは思えませんでした。
　原子爆弾が投下された事実を心の底に突きつけられたのは、
資料館見学でした。焼けこげたワンピース、黒こげのお弁当箱、
抜け落ちた女性の髪の毛。そこに展示された数々の物を見る
のは、とても、とても恐かったです。戦争の本当の恐ろしさ
を見たような気がしました。
　次に訪れた原爆ドームは、壁が崩れ落ち、中が丸見えになっ
ていました。そのがれきの下敷きになった方を思うと、辛く、
切なくなりました。戦争の恐ろしさを後世に伝えていくため
に、原爆ドームを残すことの大切さを改めて感じました。
　８月６日、平和祈念式典に参加し、改めて戦争は繰り返し
てはいけないと思いました。
　私は、核を無くすためには世界中の人が広島・長崎への原
爆投下について学ぶ必要があると思います。広島・長崎の被
害をもっと世界へ伝えるべきだと思います。そして私自身も、
平和学習で学んだことを、より多くの人に伝えていこうと思っ
ています。

広島平和学習に参加して
　「広島へ行くのが怖い。」結団式の日、城北中学校
の教頭先生がそうおっしゃっていました。その時の
私には、その気持ちが分かりませんでした。
　しかし、広島に着くと空は青く晴れ、気温も高く夏らしいこの時
季に、あの原爆が落とされたと思うと、私は恐怖でいっぱいになり
ました。
　資料館の見学では、熱線で焼かれた人、爆風で吹き飛ばされた建物、
放射線の被害を受けた人の写真や遺品の全てから、当時の状況を想
像させられました。あれほどひどい光景を見たのは初めてでした。
　翌日は原爆死没者慰霊式、平和祈念式へ参列して、あの日のこと
を伝え、世界の人々と平和を創っていかねばならないと、改めて感
じました。
　しかし、アメリカ人の半数は、原爆投下は正しかったと言ってい
ます。何の罪もなく、私たちと同じように幸せに暮らしていただけ
の人々の上へ、あんな爆弾を落とした事の何が正しいのか理解でき
ません。全世界が核兵器廃絶に向け行動するべきです。私は広島を
訪れ、今まで以上に強くそう思いました。
　未来を考えるためには、過去を知る必要があります。私は今回の
平和学習で、感じたことや学んだことを少しでも多くの人に、でき
る限り伝えたいと思いました。

広島平和学習で学んだこと
　僕は、この広島平和学習で学んできたことが二つあ
ります。
　一つ目は、原爆資料館で見たことです。爆心地から1km離れた場所
にあったガラス片が刺さった家の壁など原爆は信じられないほど遠く
まで被害を広げたということを改めて知りました。
　また、被爆した方が産んだ子どもにもその影響が出ることがあり、
原爆は長い間人々を苦しめ続けるものだということも知りました。
　二つ目は、僕自身、平和とは何かについて学ぶことができたことです。
原爆ドームの姿から、当時の悲惨な状況、当時の市民の悲しみを感じ
ました。
　僕は、日本だけが戦争をしないのは本当の平和ではないと思います。
　戦争は二つ以上の国で争います。一つの国が平和でも、他の国が攻
撃をしてくるような危険があれば平和とは言えません。全ての国が戦
争をしないのが理想だと思います。そして、一つの国だけでなく世界
を滅ぼす危険のある核兵器を廃絶することが必要だと思います。僕は
三年後に選挙権をもつことになります。その時には、今回訪れた広島
のこと、原爆が投下されたことを思い出して、日本国憲法九条を守れ
るような投票をし、永久に戦争をしない国をつくりたいと思います。

未来に平和をつなぐ
　私は広島平和学習で多くの事を学び、知り、経験す
ることができました。そのうちの一つが、今の平和の
ありがたさです。
　８月５日に平和記念資料館へ行き、原爆投下直後の広島の写真や資
料、原爆によって亡くなった方々の遺品などを見学しました。思わず
目をそらしたくなるような光景でも、これが当時の現実だったのだと
思い、私は胸が痛くなりました。被爆体験の講話では、原爆により両
親を失った「原爆孤児」についての話も聞きました。当時、何千人も
いた原爆孤児は、食料の確保が難しく、できることは何でもして、食
べられるものは何でも食べたそうです。
　８月６日、私達は広島市原爆死没者慰霊式、平和祈念式に参加しま
した。その中の、子ども代表・平和の誓いの「待っているだけではい
けないのです。誰が平和な世界にするのでしょうか。夢や希望にあふ
れた未来は、ぼくたち、わたしたち、一人ひとりが創るのです。」を聞き、
過去から学び、未来につなげることが、今の私達にできることだと思
いました。二日間で学び、知り、経験してきた事を周りの人に伝えて
いきたいと思います。そして、少しでも多くの人に核兵器の恐ろしさ
を知ってもらい、未来に平和をつなぐことができればと思います。

広島平和学習に
参加して

　私は、広島でたくさんのことを学び、感じてき
ました。
　平和記念資料館には、原爆投下後の建物のレ
プリカがありました。レンガが崩れ落ちボロボロ
になっていました。被爆をした物は真っ黒に焼け
こげ、そのものの形を留めていないものもあり、
原爆の恐ろしさを姿で語っているようでした。
　二日目、平和祈念式典であいさつをされた方々
が口をそろえて、「核兵器のない世界にしたい」
とおっしゃっていました。私はこの言葉を聞いた
とき、本当にそのような世界を実現したいと思い
ました。悲惨な出来事を繰り返さないために、風
化させないために、このことを語り継いでいかな
ければならないと思います。
　1945年、8月6日午前8時15分、原爆投下。たっ
た一瞬でたくさんの命が奪われ、建物が破壊さ
れました。日本中の人が、そして世界中の人がこ
の事実を、実際の被害の状況を知ることが必要
だと思います。私は広島の地を訪れ、さまざまな
写真や資料、講話を通して、原爆の破壊力の恐
ろしさを感じました。
　私の周りのできるだけ多くの人に伝えるため
に、自分ができることを考え、実行していきたい
と思います。

広島平和学習で
感じたこと

　私が広島平和学習で特に学び感じたことは二
つあります。
　一つ目は、「こわい」ということです。平和記
念資料館で展示されていたものはとても痛々し
かったです。中には原爆で負った火傷の写真、亡
くなった方の写真がありました。とても真っ直ぐ
には見られない、目を背けたくなるようなものば
かりでした。見ているうちに、あまりにも悲惨な
ものばかりで、これは本当にあった出来事なのか
わからなくなってしまいました。でも、とてもこ
わいと思うのと同時に悲しい気持ちが一気に押し
寄せて来ました。
　二つ目は、「広島であったことを後世に伝える」
ということです。
　広島平和祈念式典「平和への誓い」が私の心
を強くとらえました。そう、私たちは平和を誰か
から与えてもらうのではなく、自分たちで創って
いかなくてはならないのです。被爆者の方から託
された言葉、経験を後世に伝える義務があるので
す。だから、この時私はここで学び感じたことを
城北中学校だけでなく、もっとたくさんの人に伝
えなくてはならないのだと思いました。
　この二日間は、戦争について深く考えられる
日々でした。自分たちが広島で何を感じたかを多
くの人たちに伝えられるように頑張りたいです。

広島に行って

　私は広島平和学習に参加して、多くのことを
学び、感じてきました。その中で特に印象に残っ
たことがあります。
　一つは、広島平和記念資料館です。
皮膚がただれて火の海の中にいる人の人形があ
りました。原爆が落とされたことによって、こん
なに景色は変わるのかと驚きました。当時の人々
は熱さに耐え切れず、防火用水や川に飛び込む
人がたくさんいたそうです。それほど原爆は多く
の人を苦しめてきたのがわかります。
　もう一つは、広島平和記念式典での「こども
代表」の言葉です。「夢や希望にあふれた未来は、
僕たち、私たち、一人ひとりが創るのです。」が、
すごく印象に残っている言葉です。そんな未来
を創るには多くの人に戦争の悲しさや平和の尊
さを知ってもらうべきだと思います。
　戦後 71年、被爆者の方の話が聞けなくなって
しまう日は遠くありません。一人ひとりが戦争と
平和についてもう一度考え、自分たちができる
最善のことをすれば、よりよい未来を創ることが
実現できるはずです。
　唯一原爆が投下された国という事実をまずは
身近な人たちに伝えたいです。最終的には戦争、
核兵器のない世界を訴えていきたいと思います。

広島平和学習に
参加して

　私は、広島平和学習に参加することで沢山の
事を学び、沢山の事を考えさせられました。
広島平和記念資料館で見た着物の柄が皮膚に焼
きついた女性や人影が焼きつけられた石など原
爆がどれほど恐ろしいものだったのかよくわかり
ました。
　そして、それと同時に改めて平和の尊さを知
ることができました。私がそう強く思えたのは、
原爆が投下された８月６日８時 15分に黙とうし
た時です。今から 71年前の今日、この時刻に何
十万もの命を奪った原爆がここに投下されたと
考えると本当に怖かったです。でも 71年前に起
こったのは確かな事実です。ですからこうして、
私達が日々普通に生活できるのはすごいことだ
と感じました。
　そして、平和記念式典でこども代表の人たち
が「私たちは、待っているだけではいけない」「夢
や希望にあふれた未来は、僕たち、私たち、一
人ひとりが創るのです」と言っていました。平和
は待つのではなく、自分達一人ひとりが創るとい
うことも伝えたいと思います。現在もまだ核を保
有する国や戦争が起こっています。でも、いつ
かこの世界から核兵器や戦争がなくせるように
私なりに行動していきたいです。

広島平和学習に
参加して

　私はこの広島平和学習で、一番学びたかった
ことは、「戦争はなぜいけないのか」です。学ん
だ上で戦争がなく平和に暮らせるようになるに
は、私たちは何をしていくべきなのかを考えて
いくという目的をもって参加しました。
　私たちが、これから何をしていくべきなのか
わかったことがあります。夢や希望にあふれた
未来を一人ひとりが創っていくこと。未来に向
けて被爆者の思いや言葉を伝え広めていくこと。
命の尊さ、平和への願いを語り伝えていくこと
です。
　次に学びたかったことは「被爆者の方の痛み
や辛さを理解する」ということです。平和記念
資料館には、やけどの跡の写真や再現されてい
る模型などがありました。原爆ドームでは鉄骨
が曲がっているのを見て、これが曲がるくらい
の威力が人にも及んだのだということが分かり
ました。こうした沢山のものを見て、以前よりも
原爆の恐ろしさ、被爆者の方々の言葉にはでき
ない深い悲しみを少しは理解することができま
した。
　この学習をきっかけにもっと平和について考
えていきたいです。そして、「戦争はなぜいけな
いのか」の答えを見つけて、多くの人に伝えら
れるようになりたいです。

平和への決意

　　「広島に行って良かった」と飯山に帰ってき
て改めて思いました。原爆が落とされたその場所
で、五感をフルに使うことで感じ取れるものがた
くさんあったからです。
　8時 15 分で止まった時計、真っ黒になったお
弁当箱、被爆者の写真。それら全てが原爆のむご
さや恐ろしさを物語っていました。見ているのも
辛くなるものばかりです。
今、目の前にある物が、あの時、あの場所で原爆
に遭った物なんだと頭の中で想像することで、原
爆は悲しみや苦しみ等といった負の感情しか生ま
れないという事が、痛いくらいに分かりました。
見学し終わった後、私の心の中は、暗く重い気持
ちでいっぱいでした。
　しかし、6日の平和祈念式典で、その気持ちは
決意に変わりました。原爆が落とされた後、広島
がここまで大きな都市に復興することが出来たの
は、被爆して、大切な人達を失いながらもなお、
未来のために、平和のために努力を重ね続けた人
達がいたからです。こども代表の二人も言ってい
ましたが、平和な世界を創るのは、誰かではなく
私達です。
　私達は、あの日何が起きたのかを後世に伝えて
いかなくてはなりません。それが私の考える平和
への第一歩であり、私の平和への決意です。

城南中学校 山本友佳 城南中学校 黒鎺七海

城南中学校 岡田昂樹 城南中学校 森﨑恋菜

城北中学校 武田梨瑚

城北中学校 藤本凜 城南中学校 金子環城北中学校 清水李音

城北中学校 油科夏葉城北中学校 丸山詩織
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市民プールでの泳ぎ納め　第 41回飯山市ジュニア水泳大会
8 月 28日　飯山市民プール

　市内や近隣市町村の小中学生が参加し、日ごろの練習の成果を発揮する第 41 回
飯山市ジュニア水泳大会が 8月 28 日開催されました。
　第 41 回を数える歴史あるこの大会も、児童数の減少により年々参加者が少なく
なっていますが、栄村・木島平村など近隣の参加者を迎え、今年も参加者はそれぞ
れの目標に向かって競技しました。中には大会記録を塗り替える参加者もおり、熱
戦が繰り広げられました。
　7月 16 日にオープンし、大勢の方でにぎわった飯山市民プールも、この大会の
開催を最後に今シーズンを終えました。

8 月 12日　市役所

競泳でインターハイへ
木島地区の佐藤廉さんが出場報告

　平成 28 年度全国高等学校総合体育大会（インターハイ）
水泳競技大会に出場した佐藤廉さん（木島地区・佐久長聖
高 2年）が大会前の 8月 12 日、市長を表敬訪問しました。
　佐藤さんは県大会で 100 ｍ・200 ｍ平泳ぎそれぞれに出
場し 100 ｍは 2位、200 ｍは 1位となり、北信越大会へ駒
を進めました。北信越大会でも好成績を収め、インターハ
イへの出場権を獲得しました。
　8月 17 日から広島市で開催された本大会では、惜しくも
予選落ちとなっ
てしまいました
が、200 ｍでは北
信越大会の記録を
0.89 秒縮め、北
信越大会から参加
した選手の中では
最上位になるなど
健闘しました。

  　木 島
平 村 　年に２度（５月８日と 10 月第４日

曜日）しか姿を現さないので、幻の滝
と呼ばれている「樽滝」。高さ 50 ｍの岩盤を流れ
落ちる美しい滝を見ようと毎回多くの方で賑わいま
す。
　また、近年幻の滝を見ると幸せになれると聞いて
訪れるカップルもいるほどです。新緑とは違った、
紅葉の「樽滝」をお楽しみください。

幻の滝「樽滝」 10 月 23日 秋の落水

◇日　時　10月 23日㊐　8:30 ～ 16:00
◇場　所　木島平村滝見橋（国道 403号沿） 
◇問合せ　木島平村観光協会
　　　　　☎ 0269-82-2800
※周辺には駐車場がありませんので、係員の指示
に従ってください。

 栄
　  村 栄村文化祭・収穫祭同時開催‼
　栄村村政 60 周年を記念し、今年は文化祭と収穫祭を
同時開催いたします。
　芸術の秋と題し文化祭で心をリフレッシュし、その後
食欲の秋として栄村の秋を堪能してみませんか？大勢の
皆さまのご参加をお待ちしております。

野　沢
温泉村 ねんりん　秋の収穫祭

　野沢温泉村のおいしい「秋の収穫祭」。きのこ汁のサー
ビスがありますので、ぜひお出かけください。野沢温泉村
の野菜やきのこ等農林産物の直売もしています。
　今年は、姉妹村の御宿町から美味しい海産物がやってき
ます。

第41回小松市どんどんまつり開催

　ステージパフォーマンスや輪踊りコンテストなど、催し
ものが盛りだくさん！また今年はあんどん行列が 24年ぶり
にリニューアルして復活します！ 10月 8日夕方からあんど
んが盛大に行列を組んで練り歩きます。9日は音楽祭やグ

石 川 県
小 松 市

島のクラフトマーケット
のとじま手まつり　2016

石 川 県
七 尾 市
　今年で 11 回目となる「のとじま手まつり」は、県内外
からたくさんのクラフト作家が出展します。島の自然、そ
れにはぐくまれた食、人など、能登島の良さを感じてもら
えることができるイベントです。

　糸魚川市の秋を満喫できる糸魚川定期観光バスジオま～
る号「翡翠紀行」を運行します。素晴らしい紅葉を望めるコー
スとなっています。ぜひご利用ください。
■期　間　10月８日㊏～ 11月 6日㊐までの㊏㊐㊗
　　　　※10月 15日㊏は運休
■時　間　10:40 発～ 16:10 着
■コース　糸魚川駅～フォッサマグナミュージアム
　　　　～高浪の池（昼食）～小滝川ヒスイ峡
　　　　～フォッサマグナパーク～糸魚川駅
■その他　予約制。ただし、当日申込みが可能で、空席が
　　　　　あれば事前に予約なしでも乗車可能です。
■問合せ　糸魚川バス㈱　☎ 025-552-0180

新 潟 県
糸魚川市

ルメ横丁やお茶会があります。グルメやフリーマーケットの
ある「歌舞伎市」の同時開催もあり、見て楽しい、食べて楽
しい、小松のにぎわいを感じられるお祭りです。
■日　時　10月 8日㊏ 17:00 ～、9日㊐ 9:30 ～ 18:30
■会　場　ＪＲ北陸本線小松駅周辺
◆問合せ　小松市どんどんまつり実行委員会事務局
（小松商工会議所内）☎ 0761-21-3121

8月 26日　文化交流館なちゅら

第 67 回
長野県身体障害者福祉大会が開催

　第67回を数える長野県身体障害者福祉大会が 8月 26 日
文化交流館なちゅらにて開催されました。
　この大会は「障がい者差別禁止条例の制定を要望しよう」
「障害者差別解消法の理解、啓発を図ろう」という二つのス
ローガンのもとに催され、長野県下の身体障害者福祉協会
会員や関係団体を含め、およそ 500 名が文化交流館なちゅ

らに集まりまし
た。
　大会の中では長
年に渡る功績や他
の模範であるとし
て、大口作治さん
（太田地区）、渡邉
輝信さん（木島地
区）が理事長表彰

を、また、飯山市身体障害者福祉協会には感謝状が贈られ
ました。

糸魚川定期観光バス
ジオま～る号「翡翠紀行」運行

　広く交通安全思想の普及・浸透を図り、
交通ルールの遵守と正しいマナーの実践を
呼び掛け、交通事故防止の徹底を図るため、
「秋の全国交通安全運動」が実施されます。

運動の重点
【基　　本】
「子どもと高齢者の交通事故防止」
○夕暮れ時と夜間の歩行中・自転車乗用中
　の交通事故防止
○後部座席を含めた全ての座席のシートベ
　ルトとチャイルドシートの正しい着用の
　徹底
○飲酒運転の根絶
○通学路・生活道路の安全確保と歩行者
　保護の徹底

※ 一斉街頭活動日：9月 21日（水）
※ 交通事故ゼロを目指す日：9月 30日（金）
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期　間

9月21日㊌ ～30日㊎

◇開催日　
　10月 23日㊐
◇時　間
　10:00
　　～ 15:00
◇会　場
　ふるさと物産
　センターねんりん
◇問合せ
　野沢温泉村
　観光産業課
　☎ 0269-85-3114

◇日　時　10月 30日㊐
　　　　　 9:15 ～
◇会　場　村民広場（栄村役場）
◇内　容
　新米やきのこの販売
　試食、餅つき、
　太鼓演奏、コンサートなど
◇問合せ
（文化祭関連）栄村教育委員会
　☎ 0269-87-3118
（収穫祭関連）栄村産業建設課
　☎ 0269-87-3113 新米をつきたてホヤホヤのお餅でご賞味あれ！

■日　時　10月 15日㊏ 10:00 ～ 16日㊐ 16:00
■場　所　家族旅行村Ｗｅランド　芝生広場
　　　　　（七尾市能登島向田町牧山）
■料　金　大人（高校生以上）300円※中学生以下無料
■問合せ　のとじま手まつり実行委員会
　　　　　☎ 080-5857-9194
　　　　　HP　www.tematsuri.com

看護師の復職をお手伝いします
　看護師を離職してブランクのある方や働き方を変え
たい方等のために、第３回看護職の就職プレ相談会（個
別相談・情報提供）を行います。なお、参加は予約制
です。

■日時
　10月20日㈭　13:30～16:00
■会場
　ハローワーク長野　中央プリントビル会議室
■相談担当者
　長野県看護協会　ほか
■申込み・問合せ
　長野県看護協会☎0263-35-0067へお問い合わせ
　ください。

　くわしくは、長野労働局ホームページまたは長野県
看護協会ホームページをご覧ください。

大会内で行われた講演の様子


